
　文教関係

　（教育委員会）

事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　　　　　　明

小 学 校 整 備 13億2,595万8千円 校舎等耐震化対策 7,870万円

財源内訳 　　改築工事等　１校
　

　国庫負担金 　　　似島学園
6,841万9千円

　国庫補助金 非構造部材の耐震化対策 6,982万円
4,606万8千円

　　窓ガラス飛散防止 2,890万円

　市債
10億9,740万円 　　　フィルム設置　35校

　一般財源 　　照明器具落下防止 1,600万円
1億1,407万1千円

　　　ワイヤー設置　41校

　　バスケットゴール落下防止 12万円

　　　ワイヤー設置　１校

　　バトン・放送設備落下防止 2,480万円

　　　調査　18校 60万円

　
　　　改修　52校 2,420万円

トイレの洋式化 1億5,500万円

　　38校

福祉環境整備　１校 1,300万円

　　身体障害者等対応便所設置

一般整備その他 10億943万8千円

－144－



事　　業　　名 事　 業 　費 説　　　　　　　　　　　　　　　　明

中 学 校 整 備 11億9,067万円 祇園中学校校舎増築等 5億1,500万円

財源内訳 　（スケジュール）

　国庫負担金 　　30年度　　　校舎増築実施設計等
1億2,886万9千円

　　31年度　　　校舎増築工事、屋内
　国庫補助金 　　　　　　　　運動場改築実施設計

3,505万5千円 　　　　　　　　等

　市債 　　32・33年度　屋内運動場改築工事
9億980万円 　　　　　　　　等

　一般財源
1億1,694万6千円 校舎等耐震化対策 1億820万円

　　改築工事等　１校
　
　　　似島学園

非構造部材の耐震化対策 3,012万円

　　窓ガラス飛散防止 1,510万円

　　　フィルム設置　13校

　　照明器具落下防止 710万円

　　　ワイヤー設置　15校

　　バスケットゴール落下防止 252万円

　　　ワイヤー設置　21校

　　バトン・放送設備落下防止 540万円

　　　調査　36校 120万円

　
　　　改修　９校 420万円

トイレの洋式化 1億3,200万円

　　24校
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事　　業　　名 事　 業 　費 説　　　　　　　　　　　　　　　　明

福祉環境整備　１校 100万円

　　スロープ設置実施設計

一般整備その他 4億435万円

高 等 学 校 整 備 5億7,462万円 広島みらい創生高等学校整備 2億2,700万円

財源内訳 　　外構工事等

　県負担金
1億1,350万円 非構造部材の耐震化対策 42万円

　市債 　　バスケットゴール落下防止 12万円
4億1,520万円

　　　ワイヤー設置　１校
　一般財源

4,592万円 　　バトン・放送設備落下防止 30万円

　　　調査　７校

天井等落下防止対策 2億7,800万円

　　改修工事　３校
　　　　
　　　広島工業、沼田、美鈴が丘

一般整備その他 6,920万円
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事　　業　　名 事　 業 　費 説　　　　　　　　　　　　　　　　明

特 別 支 援 学 校 整 備 1億1,058万9千円 広島特別支援学校校舎増築 1億48万9千円

財源内訳 　（スケジュール）

　市債 　　29・30年度　基本計画、基本・実
8,060万円 　　　　　　　　施設計等

　一般財源 　　31年度　　　基本・実施設計等
2,998万9千円

　　32～34年度　建設工事等
　

非構造部材の耐震化対策 10万円

　　バトン・放送設備落下防止

　　　調査　１校

一般整備 1,000万円

幼 稚 園 整 備 3,050万円 一般整備

財源内訳

　市債
2,280万円

　一般財源
770万円

教 育 施 設 災 害 復 旧 1億9,680万円 災害復旧工事

　 財源内訳 　　三田小学校、美鈴が丘中学校

　国庫負担金
1億3,120万円

　市債
5,900万円

　一般財源
660万円
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事　　業　　名 事　 業 　費

知・徳・体の調和のと
れた教育の推進 （5億8,843万7千円)

　⑴　確かな学力・体
　　　力をはぐくむ教 1億7,291万5千円 学力向上の推進 8,629万2千円

　　　育の推進
財源内訳 　　一人一人の児童生徒が、確かな学

　　力、異文化への理解に資する英語
　国庫補助金 　　力、豊かなコミュニケーション能

2,617万2千円 　　力を身に付け、可能性を最大限発
　　揮できるよう、個に応じたきめ細

　一般財源 　　かな質の高い教育を推進する。
1億4,674万3千円

　　（主な取組内容）
　　　①特別研究校を指定し、個別の
　　　　学習支援が必要な児童生徒に
　　　　対する補充学習等を行う。
　　　②広島中等教育学校において、
　　　　広島市立大学のｅラーニング
　　　　を活用した英語学習など、効
　　　　果的な教育方法の開発を目指
　　　　す。
　　　③英語教育特別研究校を指定し、
　　　　広島中等教育学校で成果があ
　　　　った英語教育のプログラムに
　　　　取り組む。
　　　④ネイティブ・スピーカーから
　　　　生きた言語を学ぶことで、身
　　　　近な話題を理解・表現できる
　　　　英語能力を育成するため、中
　　　　学校の英語指導助手を増員す
　　　　る。
　　　　（拡充内容）
　　　　　配置人数　９人→14人

新
基町小学校区の教育活動充実 234万円

　　帰国・外国人児童が多い基町小学
　　校の児童に日本語と基礎的な学力
　　を定着させるため、学校図書館へ
　　の臨時司書の配置などを行う。

説　　　　　　　　　　　　　　　　明
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事　　業　　名 事　 業 　費

「ひろしま型カリキュラム」の推進 8,246万4千円

　　小学校５年生からの「言語・数理
　　運用科」や「英語科」を柱とする
　　｢ひろしま型カリキュラム｣を市立
　　の全小・中学校で実施し、言語と
　　数理の運用能力の向上を図る。

体力向上推進事業 181万9千円

　　体力向上推進校における授業改善
　　や体育授業の質の向上を図るため
　　の研修会等を実施することにより、
　　児童生徒の体力の向上を図る。

　⑵　豊かな心をはぐ
　　　くむ教育の推進 1億1,074万9千円 道徳教育推進事業 27万5千円

財源内訳 　　道徳性をはぐくむ教育 21万3千円

　国庫補助金 　　　道徳教育研究校を指定し、地域
3,676万7千円 　　　の先人の伝記等を題材として、

　　　指導方法等の実践研究を行う。
　一般財源

7,398万2千円 　　広島グッドチャレンジ賞の実施 6万2千円

　　　定期的な地域清掃活動や福祉施
　　　設でのボランティア活動などで
　　　社会や地域に貢献した生徒や生
　　　徒会等を表彰する。

不登校等対策ふれあい事業 1億1,047万4千円

　　ふれあいひろば推進員が不登校や
　　不登校傾向にある児童生徒に対し
　　て、学校内外で相談活動等を行う。

説　　　　　　　　　　　　　　　　明
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事　　業　　名 事　 業 　費

　⑶　その他教育の推
　　　進 3億477万3千円 児童生徒等の熱中症事故の防止 672万6千円

財源内訳 　　学校行事等における熱中症の予防
　　のため、暑さ指数を測定できる携

　一般財源 　　帯型の指数計を全ての幼稚園、学
3億477万3千円 　　校に導入する。

　　

特別支援教育アシスタント事業 2億9,772万9千円

　　小・中学校等の通常の学級に在籍
　　する肢体不自由児、発達障害児等
　　を対象に、特別支援教育アシスタ
　　ントを配置し、学校生活等におけ
　　る支援を行う。

平和教育の推進 31万8千円

　　中学生による「伝えるＨＩＲＯＳ
　　ＨＩＭＡプロジェクト」の実施

　　　中学２・３年生の中からメッセ
　　　ージ発信者を選考し、８月６日
　　　に平和記念公園を訪れる海外の
　　　人々に対して、英語で平和への
　　　メッセージを伝える。

乳幼児教育保育支援 535万1千円 「乳幼児教育保育支援センター」の設
置

財源内訳
　　公立・私立を問わず全ての子ども

　国庫補助金 　　が質の高い幼児教育・保育を受け
267万5千円 　　られるよう、調査・研究や幼稚園

　　教諭、保育士等の人材育成等を行
　一般財源 　　う「乳幼児教育保育支援センター」

267万6千円 　　を設置する。

説　　　　　　　　　　　　　　　　明
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事　　業　　名 事　 業 　費

いじめに関する総合対
策 （3億6,163万7千円) いじめのない学校づくりに向け、以下

の取組を推進する。

　⑴　いじめの未然防
　　　止 540万3千円 家庭、地域、学校が連携し「いじめを

生まない風土」を醸成
財源内訳

　　「みんなで語ろう！心の参観日」
　一般財源 　　の実施　 212万5千円

540万3千円

　　　各学校において外部講師（心の
　　　先生）を招へいした道徳の授業
　　　を公開し、その内容について、
　　　児童生徒や保護者・地域住民が
　　　意見交換を行う。

　　いじめ防止対策推進審議会等の運
　　営 327万8千円

　⑵　認知したいじめ
　　　への適切な対応 3億5,519万5千円 早期発見・早期対応の強化

財源内訳 　　小・中学校の生徒指導体制の強
　　化 2,996万8千円

　国庫補助金
1億29万円 　　　小・中学校に生徒指導主事を配

      置するとともに、いじめ発生の
　一般財源 　　　おそれがある重点対応校に生徒

2億5,490万5千円 　　　指導主事を補助するための非常
      勤職員を配置する。

　　スクールカウンセラーの配
    置 2億5,736万2千円

　　　小、中、高等学校及び特別支援
　　　学校にスクールカウンセラーを
　　　配置し、いじめの早期発見・早
　　　期対応の強化を図る。

　　　（拡充内容）
　　　　各学校のいじめ防止委員会へ
　　　　の参加回数の増
　　　　　２回／年→２回／月

説　　　　　　　　　　　　　　　　明
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事　　業　　名 事　 業 　費

　　スクールソーシャルワーカーの
　　配置 4,676万9千円

　　　社会福祉等の専門的な知識・技
　　　術を用いて、問題を抱える児童
　　　生徒等の支援を行うスクールソ
　　　ーシャルワーカーを配置し、い
　　　じめの早期発見・早期対応の強
　　　化を図る。

　　　（拡充内容）
　　　　スクールソーシャルワーカー
　　　　への指導、助言を行うスーパ
　　　　ーバイザーを教育委員会事務
　　　　局に１人配置

　　生徒指導支援員の配置 2,109万6千円

　　　問題行動を起こす児童生徒や学
　　　校への支援を行う生徒指導支援
　　　員を配置し、いじめの早期発見・
　　　早期対応を図る。

　⑶　教職員の資質向
　　　上 103万9千円 生徒指導体制の充実

財源内訳 　　小・中学校の生徒指導体制の充実
　　を図るため、教育相談体制を強化

　一般財源 　　するとともに、生徒指導主事等を
103万9千円 　　対象とした研修を実施する。

　　（拡充内容）
　　　モデル校に専任教員を配置する
　　　ほか、全ての小・中、高等学校
　　　等で教育相談・支援の担当教員
　　　を定め、当該教員を対象とした
　　　専門研修を実施する。

説　　　　　　　　　　　　　　　　明
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事　　業　　名 事　 業 　費

新
学校における働き方改
革の推進 1億1,900万4千円 これまで教職員が担ってきた役割の見

直しと業務の効率化を図り、限られた
財源内訳 時間の中で児童生徒に向き合う時間を

十分に確保することなどにより、総合
　国庫補助金 的な指導を持続的に行うことのできる

2,506万9千円 学校教育体制を構築する。

　一般財源 　　勤務時間外の電話連絡に自動応答
9,393万5千円 　　する留守番電話の設置 2,233万円

　　中学校の部活動において専門的
　　な指導や週休日の大会引率など
　　を行う部活動指導員の配置 8,017万8千円

　　教員の補助を行うスクールサポー
　　トスタッフの活用 320万5千円

　　生徒の成績情報を一元管理する
　　高等学校校務支援システムの導
　　入等 1,022万1千円

　　幼稚園の園内清掃の外部委託等 190万5千円

　　学校現場に精通した弁護士（スク
　　ールロイヤー）の活用 58万9千円

　　教員の勤務実態に関する地域・保
　　護者等への講演会の開催、啓発リ
　　ーフレットの作成 57万6千円

説　　　　　　　　　　　　　　　　明
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事　　業　　名 事　 業 　費

私 学 助 成 21億6,608万1千円 私立幼稚園就園奨励費補助 20億4,856万9千円

財源内訳 　　保護者の経済的負担の軽減及び就
　　園率の向上を図るため、入園料及

　国庫負担金 　　び授業料の一部を助成する。
7億1,681万7千円

 
　国庫補助金 私立幼稚園振興事業補助 5,209万3千円

2億377万2千円

　　教職員研修費、教材教具整備費、
　県負担金 　　協会事務費

3億5,840万8千円

 
　一般財源 私立幼稚園特別支援教育研究事業補助 42万2千円

8億8,708万4千円

　　研究事業に要する経費

私立中学校振興事業補助 212万6千円

　　教職員研修費、教材教具整備費

私立高等学校振興事業補助 4,757万2千円

　　教職員研修費、教材教具整備費

私立高等学校部活動パワーアップ事
業補助 1,483万9千円

　　大会出場引率旅費、指導者招へい
　　費、指導教員研修費

外国人学校振興事業補助 46万円

　　教職員研修費
 

説　　　　　　　　　　　　　　　　明

－154－



事　　業　　名 事　 業 　費

家庭・地域社会・学校   

の連携強化 7,243万9千円 まちぐるみ「教育の絆」プロジェクト
の実施 3,600万円

財源内訳
　　プロジェクト実施校の学校協力者

　国庫補助金 　　会議にコーディネーターを配置し、
1,793万7千円 　　家庭・地域による教育支援活動や

　　体験活動、学校による地域貢献活
　一般財源 　 　　動の企画・調整を行う。

5,450万2千円 　　　
　　（拡充内容）
　　　実施校　32校→40校

子どもの安全対策推進事業 3,643万9千円

　　「子ども安全の日」事業の実施 615万3千円

　　　毎月22日を「子ども安全の日」
　　　とし、学校や家庭、地域で様々
　　　な取組を実施する。

　　地域ぐるみの学校安全体制整
　　備推進事業 1,781万1千円

　　　地域学校安全指導員による学校
　　　巡回指導や学校安全ガードボラ
　　　ンティアへの指導・助言を行う。

 

　　登下校体制整備 401万8千円

　　　新小学１年生への防犯ブザーの
　　　支給

　　見守り・巡回活動その他 845万7千円

青少年の育成・成長   

支援●●●●●●● 4,952万1千円 電子メディアに関する講習会等の開催 96万6千円

　 財源内訳 　　インターネットの危険性や正しい
　　使い方等の啓発を行うため、児童

　国庫補助金 　　生徒や地域住民等を対象に、電子
74万4千円 　　メディアに関する講習会等を開催

　　する。
　一般財源 　

4,877万7千円

説　　　　　　　　　　　　　　　　明
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事　　業　　名 事　 業 　費

１０（テン）オフ運動の推進 37万3千円

　　「夜９時以降はスマートフォン等
　　による送信をしない」、「遅くと
　　も夜10時までには使用をやめる」
　　等の１０（テン）オフ運動を展開
　　する。

少年サポートセンターひろしまの運
営 4,818万2千円

　　非行防止対策の総合的かつ効果的
　　な施策を推進するため、市教育委
　　員会職員と県警察職員が常駐する
　　少年サポートセンターひろしまを
　　運営する。

子どもの居場所の確保 10億4,844万8千円 児童館の整備 2億890万円

財源内訳 　　新設 1億9,650万円

　国庫補助金 　　　原児童館 1億8,800万円
1億8,168万円

　　　　場　所　安佐南区西原四丁目
　県補助金

1億5,712万6千円 　　　（スケジュール）

　負担金 　 　　　　30年度　実施設計等
80万9千円

　　　　31年度　建設工事
　市債 　

1億4,650万円 　　　飯室児童館 850万円

　一般財源 　 　　　　場　所　安佐北区安佐町大字
5億6,233万3千円                 飯室

　　　（スケジュール）

　　　　31年度　地質調査、実施設計
　　　　
　　　　32年度　建設工事

説　　　　　　　　　　　　　　　　明
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事　　業　　名 事　 業 　費

　　建替え 1,040万円

　　　竹屋児童館
　
　　　　場　所　中区鶴見町

　　　（スケジュール）

　　　　31年度　地質調査、実施設計
                等
　　　　
　　　　32年度　建設工事

　　　　33年度　既存児童館解体工事

　　耐震化・大規模修繕 200万円

　　　耐震補強計画策定　１館

放課後児童クラブの増設 1,914万円

　　放課後児童健全育成事業の設備及
　　び運営に関する基準の経過措置が
　　31年度末で終了することを踏まえ、
　　クラスの過密化への対応を図るた
　　め、放課後児童クラブを増設する。
　　
　　　開設時期　32年４月

　　　対象学区　13学区

　　　　牛田新町、翠町、天満、己斐
　　　　東、井口、井口明神、古市、
　　　　毘沙門台、山本、深川、倉掛、
　　　　可部南、中野

民間放課後児童クラブ運営費等
補助 8億1,705万3千円

　　民間事業者に対する補助を行い、
　　クラスの過密化への対応を図る。

　　　継続　34学区　51クラス
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　　　新設　12学区

　　　　袋町、千田、本川、江波、矢
　　　　賀、大州、段原、仁保、南観
　　　　音、己斐、梅林、五日市

放課後児童クラブ職員等専門研修 245万5千円

　　広島広域都市圏内の市町と連携し、
　　放課後児童クラブ及び児童館の職
　　員に対する専門研修を実施する。

新
基町小学校区の教育活動充実（放課後
子供教室） 90万円

　　児童館等において学習支援や多様
　　な体験活動などに地域と連携・協
　　働して取り組む放課後子供教室を
　　実施する。
　　

説　　　　　　　　　　　　　　　　明
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